
「震度５弱以上」の地震では  安否確認を！

～被災者を助けるには 隣近所お互いの安否の確認がカギ～ 

昨年６月に大阪府北部を震源とする地震が発生した際、「大津市震度５弱」とテレビなどで速報され

ました。衣川台の各世帯に配布している『安否確認シート A』には、「震度５弱以上の地震や災害が発生

した場合、在宅者の安否を確認し、グループリーダーに報告する」と記載されています。しかし、この

地震の際に安否確認が実施されたのは、約３分の１のグループだけでした。 

衣川台周辺でも大きな被害をもたらす大地震がいつ起こってもおかしくないと言われています。地震

により被災された方を助けるには、安否確認が重要なカギとなりますので、地震発生から安否確認まで

の対応ポイントをご説明します。 

強 い 地 震 が 発 生 し た ら

揺れを感じたら すぐに命を守る行動を！

大きな揺れを感じたら、落下物から身を守るため、テーブルの下に

身を隠すなどしましょう。 

揺れが治まったら  安全の確保を！

揺れが治まったら、油断せずに安全を確保する行動をとりましょう。 

①火を使っていたら慌てずに初期消火をしましょう。 

②外へ避難できるように出口を確保しましょう。 

※散乱したガラスでケガしないよう、スリッパなどで足を保護しましょう。 

揺れが治まったら わが家の安全と隣近所の安否の確認を 

ご近所で救援を求めている人や火災発生がないか 確認しましょう！

地震の揺れが「震度５弱以上」だった場合には、助けを求めている人がいることが考えられます。

自分自身や家族の安全を確保した後は、ご近所の方が無事だったか、助けを求められている方がいな

いか、火災が発生していないか、お互い安否と周辺の状況を確認しましょう。 

ケガ人や火災発生が確認されれば、直ちに消防署へ 119 番通報して下さい。 

しかし、消防署などへ通報しても、大地震の場合は、すぐに救急車などが来ない場合が考えられま

す。それまでの間に、地域で協力して応急処置や救出救護をすることが、被災者を救うことにつなが

ります。そのためには、安否確認は重要なことです。 

グループリーダーさんに安否報告を！

震度５弱以上の地震の場合、グループリーダーさん(GL)が安否確認を行います。皆さんは、わが家

の状況を GLに報告して下さい。 

GL からの安否確認状況報告を組長さんが集約し、衣川台自主

防災部対策本部へ報告します。救援が必要な場合は、GL が対策

本部へ要請します。 

＊GL が不在の場合＝グループ内の方が代わりに安否確認をし 

て下さい。 

＊組長さんが不在の場合＝前年度の組長さんが代わりの役目を

されます。 
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震度の基準はテレビなどの速報「大津市で震度○」です 

「この揺れは大したことない」と自分の判断に頼ると、対応が遅れてしまうことがあります。 

地震発生直後にテレビや大津市防災メール、大津市防災アプリなどで「大津市で震度○を観測」と

速報された震度が「５弱以上」の場合は、ためらわずに安否確認をして下さい。 

（『大津市防災メール』と『大津市防災アプリ』の設定方法は、下記に記載） 

 

震度５弱の揺れでは、食器類などが落ちたり、固定していない家具が

動いたり倒れる危険があり、ケガをする可能性があります。 

そのため、大津市で震度５弱以上の震度が観測された場合、衣川台自

主防災部ほか仰木の里学区自主防災会では、安否確認を実施すると共に

対策本部を設置することとなっています。大津市役所では災害警戒本部

が設けられます。 

◆『大津市防災メール』受信の設定方法（携帯電話やスマートフォン対応） 

「5520bou@wbl.jp」宛に空メールを送信（登録完了メールが届きます） 

★この方法以外にも設定ができます。詳しくは『大津市ホームページ』をご覧下さい。 

◆『大津市防災ナビ』の設定方法（スマートフォン対応アプリケーション） 

iPhone（iOS端末）は AppStore で、Android端末は Google Play で『大津市防災ナビ』と検索してア

プリケーションをインストールして下さい（無料）。 

 

避 難 訓 練 実 施～ご参加の皆さんお疲れさまでした～ 

昨年１１月１１日(日) に平成３０年度第２回防災訓練を実施しまし

た。 

地震災害により避難指示が出たとの想定で、衣川台南公園に一時避難

し通学路ルートを通って避難場所の仰木の

里東小学校までの集団移動訓練を行いまし

た。その後、学校内で仰木の里学区自主防

災会の総合訓練に参加し、救出、搬送、応

急救護の訓練を受けました。 

参加人員は昨年度より多く、一時避難場所１２１名、避難場所１１０名で

した。皆さんお疲れさまでした。 

 

まさかの時に備えて イベントに積極的にご参加を！ 

昨年は、６月の大阪府北部を震源とした地震のほか北海道胆振東部地震、中四国での豪雨、また強い

暴風を伴う台風も多く上陸するなど、改めて自然災害の怖さを実感した年でした。 

そうした中、衣川台自主防災部では大地震災害から身を守るために必要な知識や情報をご提供するた 

めに今年度は７月と１１月に防災訓

練を実施したほか、９月にはオリエ

ンテーションを開催し、皆さんと意

見交換しながら防災のポイントを学

んで頂くイベントを開催しました。 

今後も、こうした企画を計画して

いきますので、皆さんの積極的なご

参加をお待ちしています。                

                

    活動員募集中！！ 
         活動員を募集しています。衣川台の 

安全・安心のために防災部活動班に 

参加しよう！ 

<事務局長 田村（修）☎  573-4435 迄> 


